
特
集  

下
関
の
文
学
者

　今年３月、下関市を拠点に活動した直木賞作家の古川薫さんに、下
関市名誉市民の称号が贈られました。下関市には、その他にも素晴ら
しい作品を残された多くの作家がいます。今回の特集は、下関出身の
文学者を紹介します。

古川　薫地
元
下
関
で
の
輝
か
し
い
功
績

　
昨
年
５
月
に
92
歳
で
亡
く
な
っ
た
下

関
市
出
身
の
直
木
賞
作
家
で
あ
る
古
川

薫
さ
ん
。
下
関
市
を
拠
点
に
活
動
し
、

生
涯
で
約
130
冊
の
著
作
を
手
掛
け
ま
し

た
。
40
歳
の
時
に
発
表
し
た「
走
狗
」が

直
木
賞
の
候
補
と
な
り
、
そ
の
後
、
平

成
３
年（
１
９
９
１
）、
65
歳
の
と
き
に

「
漂
泊
者
の
ア
リ
ア
」で
直
木
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
初
候
補
か
ら
25
年
の
歳
月

を
経
て
、
最
多
候
補
回
数（
10
回
）、
最

高
齢（
当
時
）で
の
受
賞
で
し
た
。

　
直
木
賞
受
賞
後
も
上
京
す
る
こ
と
な

く
下
関
に
腰
を
落
ち
着
け
、
幕
末
に
四

カ
国
連
合
艦
隊
に
接
収
さ
れ
た
長
州
砲

の
返
還
運
動
や
、
藤
原
義
江
、
田
中
絹

代
の
顕
彰
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
文
筆
業
を
こ
な
す
一
方
で
、
各
種

の
文
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
、
市
内
各
地

に
文
学
碑
や
彫
刻
を
設
置
す
る
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
る
文
化
事
業
に
も
精
力

的
に
従
事
し
ま
し
た
。
今
年
３
月
、
古

川
薫
さ
ん
の
数
々
の
功
績
を
称
え
下
関

市
名
誉
市
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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古
川
薫
さ
ん
の
32
作
品
を
手
掛
け
、

直
木
賞
受
賞
作「
漂
泊
者
の
ア
リ
ア
」も

担
当
し
た
文
藝
春
秋
の
元
編
集
者
、
岡

崎
正
隆
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

早
筆
で
格
調
高
い
文
章

　
初
め
て
会
っ
た
と
き
の
印
象
は
、「
こ

の
人
だ
っ
た
ら
い
つ
ま
で
も
付
き
合
っ

て
い
ら
れ
る
な
」と
感
じ
ま
し
た
。
実
際

に
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
長
く
お

付
き
合
い
し
ま
し
た
。
下
関
へ
は
200
回

以
上
来
て
い
ま
す
。
手
紙
の
や
り
取
り

は
100
通
以
上
。
古
川
さ
ん
か
ら
は
速
達

で
す
ぐ
返
事
が
く
る
、
と
て
も
ま
め
な

人
で
し
た
。

　
初
め
て
古
川
さ
ん
の
文
章
を
読
ん
だ

時
は
、
文
章
が
格
調
高
い
と
感
じ
ま
し

た
。
古
川
さ
ん
は
新
聞
社
時
代
、
新
聞

の
原
稿
800
字
を
６
年
間
書
い
て
い
ま
し

た
が
、
当
日
締
め
切
り
間
際
に
一
気
に

書
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
一
回
目
の
直

木
賞
候
補
作
品
で
あ
る「
走
狗
」も
、
原

稿
を
１
日
で
書
き
上
げ
ま
し
た
。
書
く

の
が
早
く
て
文
章
の
格
調
が
高
く
乱
れ

な
い
と
い
う
の
は
天
性
の
資
質
だ
と
思

い
ま
す
。

直
木
賞
受
賞
作「
漂
泊
者
の
ア
リ
ア
」

　
「
漂
泊
者
の
ア
リ
ア
」で
は
、
単
行
本

化
に
あ
た
り
古
川
さ
ん
に
５
回
手
直
し

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
手

直
し
を
し
て
も
ら
っ
た
の
は
、
こ
の
作

品
だ
け
で
し
た
。
書
き
出
し
の
部
分
が

と
て
も
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
古
川
さ

ん
は
、
10
回
目
の
候
補
で
直
木
賞
を
も

ら
え
な
か
っ
た
ら
、
次
は
候
補
に
な
っ

て
も
辞
退
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
私
は
、
古
川
さ
ん
が
直
木
賞
を
と

る
と
確
信
し
て
い
ま
し
た
。

　
下
関
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
直
木
賞

受
賞
祝
賀
会
に
は
、
地
方
に
も
関
わ
ら

ず
、
600
人
も
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
の

は
他
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

注
目
度
の
高
さ
と
、
多
く
の
方
に
慕
わ

れ
て
い
た
古
川
さ
ん
の
人
柄
に
よ
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

多
才
・
多
趣
味
な
人
間
性
と
魅
力

　
古
川
さ
ん
は
、
多
趣
味
・
多
才
な
人

で
、
油
絵
、
作
詞
作
曲
、
居
合
、
焼
き

物
、
相
撲
や
水
泳
、
映
画
鑑
賞
な
ど
、

興
味
の
幅
が
広
い
人
で
し
た
。
人
と
話

を
す
る
の
が
楽
し
み
で
、
酒
と
旅
行
が

好
き
な
と
こ
ろ
が
古
川
さ
ん
と
私
の
共

通
点
で
し
た
。
直
木
賞
受
賞
の
１
カ
月

前
に
、
古
川
さ
ん
が
65
歳
で
ホ
ノ
ル
ル

マ
ラ
ソ
ン
を
走
っ
た
と
き
の
伴
走
者
が

私
で
し
た
。
古
川
さ
ん
は
見
事
完
走
し
、

し
か
も
、
完
走
後
す
ぐ
に
雑
誌
に
完
走

記
の
原
稿
を
書
い
て
、
フ
ァ
ク
ス
で
送

っ
て
い
た
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

海
峡
の
ま
ち
と
人
を
愛
し
た
人

　
東
京
へ
出
て
行
く
作
家
が
多
い
中
、

古
川
さ
ん
は
ず
っ
と
下
関
に
住
み
続
け

ま
し
た
。
幕
末
期
を
中
心
に
下
関
を
舞

台
に
し
た
作
品
を
多
く
残
し
た
古
川
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
下
関
は
資
料
の
宝
庫

で
あ
り
、
地
元
下
関
の
こ
と
を
大
切
に

思
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「 文学とは、文学の根底にある
ものとは、人を愛するものでな
いといかん。」

 （2012年５月 田中絹代ぶんか館において）

元文藝春秋編集者
岡崎 正隆さん

▲直木賞受賞会見の様子� 写真提供：吉岡�一生

古川薫さんの妻　香代子さん

著：古川薫
発行元：文藝春秋

漂泊者のアリア
　第104回直木賞受賞作。「われら
のテナー」と呼ばれ、世界的に活
躍した混血のオペラ歌手・藤原義
江の生涯を描いたこの作品は、人
物像と時代を鮮やかに浮かび上が
らせた描写力と、冷静でありなが
ら温かみのある文体が評価され、
選考にあたる作家からほぼ満票で
選出され、受賞となった。

わが家での古川　薫
　古川は書斎で、毎日、深夜２時頃まで執筆
していました。生活の中心は執筆活動でした
が、うまくペンが進まないときなど、よく私
を食事や映画に誘いました。ときには、仕事
について感想を求められることもあり、正直
に思ったことを伝えると、素直に受け入れる
人でもありました。
　直木賞受賞の電話は、一人で書斎にこもっ

て待ち、私は扉の外で待機していました。扉
が開いて、古川が両手を差し出し、「うん、�
うん」と、それだけ言い握手しました。10回
目の候補での受賞で古川は心底ほっとしたの
でしょう。家の中は満員電車のようにたくさ
んの関係者の方が来られていたのを覚えてい
ます。良い友人に恵まれ、下関を離れること
なく、ただひたすらにペンを執って来た古川
の生涯は幸せだったように思います。

3	 市報しものせき　６月号



下
関
の
作
家
を
身
近
に
感
じ
る

　
山
口
県
立
下
関
西
高
等
学
校
文

芸
部
の
毛
家
村
さ
ん
と
大
住
さ
ん

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。「
小
学
生
の

と
き
に
タ
イ
ト
ル
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
強
さ
に
興
味
を
も
っ
て
、
田
中

慎
弥
さ
ん
の『
共
喰
い
』を
読
ん
だ

の
が
下
関
の
作
家
と
の
出
会
い
で

し
た
。
後
に
な
っ
て
下
関
出
身
の

作
家
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
驚
き

ま
し
た
」と
大
住
さ
ん
。

　
「
最
近
、
林
芙
美
子
さ
ん
の『
放

浪
記
』と
古
川
薫
さ
ん
の『
吉
田
松

陰
』『
松
下
村
塾
』を
読
み
ま
し
た
。

最
も
尊
敬
す
る
人
の
一
人
が
吉
田

松
陰
な
の
で
本
に
熱
中
し
ま
し
た
」

と
話
す
毛
家
村
さ
ん
。
地
元
で
あ
る
下

関
を
舞
台
と
し
た
小
説
は
、
土
地
勘
も

あ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
。

　
田
中
絹
代
ぶ
ん
か
館
に
学
校
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
訪
れ
た
と
き
は
、

下
関
の
作
家
の
多
さ
に
驚
い
た
と
い
う

大
住
さ
ん
。「
自
分
が
読
ん
だ
こ
と
が
あ

る
本
や
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
有
名
な

作
家
が
下
関
出
身
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

　
２
人
と
も
作
家
志
望
で
、
学
校
の
文

芸
誌
に
は
連
載
を
も
っ
て
お
り
、
本
の

出
だ
し
の
部
分
や
表
現
な
ど
、
と
て
も

参
考
に
な
る
と
話
し
ま
す
。

　
「
本
を
読
む
の
が
苦
手
な
人
は
、
詩
か

ら
入
る
と
読
み
や
す
く
て
い
い
と
思
い

ま
す
」と
大
住
さ
ん
。毛
家
村
さ
ん
は「
下

関
に
は
有
名
な
作
品
を
書
い
た
作
家
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
読
め
ば
下
関
へ
の

愛
着
も
湧
く
と
思
う
ん
で
す
。
お
薦
め

し
た
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

下
関
ゆ
か
り
の
先
人
た
ち

　
古
川
薫
さ
ん
が
名
誉
館
長
を
し
て
い

た
田
中
絹
代
ぶ
ん
か
館
で
は
、
下
関
出

身
の
文
学
者
な
ど
の
業
績
や
ゆ
か
り
の

品
々
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
図
書
館
で
は
、
多
く
の
下
関
の

作
家
の
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
下
関
に
ゆ
か
り
の
あ

る
文
学
者
の
作
品
を
読
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

問
文
化
振
興
課（
☎
231-

４
６
９
１
）

下関の作家の本がおも
しろい。多くの人に読
んでほしい。

中央図書館４階に、「ふるさと下関インフォメーション
コーナー」があります。下関市を知るきっかけとなる
情報を集めており、観光や地域産業などはもちろん、
下関市ゆかりの人物に関する図書も読むことができま
す。古川薫さんをはじめとする、下関市ゆかりの作家
の作品の一部も「下関所

ゆ か り

縁の作家コーナー」として、並
べています。そのほか下関市に関する情報を調べたい
方は、中央図書館の「ふるさと下関インフォメーショ
ンコーナー」へお立ち寄りください。

そうだ！
　図書館へ
　　行こう

問中央図書館
　（☎231-2226）

中央図書館　下関所縁の作家コーナー

開館時間：午前９時30分～
午後５時
休館日：月曜日（祝日の場合
は翌日）、年末年始
☎250-7666
6231-0469

●あなたの言葉を古川薫さんの
　記念誌に載せませんか
古川薫さんの記念誌を作成するにあたり古川さんに
関する「ひと言コメント」を募集します。（180字以内）
対中学生以上　申６月４日～７月31日（消印有効）
に、所定の応募用紙を直接か郵送、ファクス、
Ｅメールで田中絹代ぶんか館（〒750-0008市内
田中町５番７号　Binfo@kinuyo-bunka.jp　
6231-0469）へ。※応募用紙は、市ホームペー
ジか田中絹代ぶんか館ホームページ、各支所、
各総合支所地域政策課、各図書館に設置
問文化振興課(☎231-4691)

下関市立近代先人顕彰館
� 田中絹代ぶんか館

大
お お

住
す み

 さん毛
け

家
や

村
む ら

 さん
下関西高等学校　文芸部
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昭和８年（1933）４月22日〜
	 平成24年（2012）６月８日
下関市宮田町生まれ

昭和19年（1944）２月８日〜
	 平成27年（2015）４月22日
下関市後田町生まれ

昭和47年（1972）11月29日〜

下関市綾羅木生まれ

大正15年（1926）３月８日〜
	 昭和54年（1979）５月１日
下関市上田中町生まれ

明治36年（1903）12月31日〜
	 昭和26年（1951）６月28日
下関市田中町生まれ

昭和11年（1936）５月11日〜
	 平成８年（1996）11月７日
下関市丸山町生まれ

日本の伝統美や土俗的視野を取り
入れ、独特の文学世界を構築した
世界観は「赤江美学」と称賛された。

「虹の谷の五月」で第123回直木賞
を受賞。冒険小説に限らず、ルポ
ルタージュ、劇画の原作を著す。

20歳頃から小説を書き始め、４作
品が芥川賞の候補となり、「共喰い」
で第146回芥川賞を受賞。

「真っ赤な兎」「孤島の生活」「哲学者
の商法」「まぼろしの風景画」の四作
品が芥川賞候補となる。

昭和３年女流文芸誌「女人芸術」に
連載した「放浪記」で一躍流行作家と
なる。戦時中は報道班員として活動。

昭和43年（1968）「示談書」で第59回直
木賞候補。政治小説、推理小説、官能
小説など各分野で多彩な筆を振るう。

友人Ａの追懐に始
まり、小野小町伝
説の検証、海難者
に対する土着的な
おきてなど「海峡」
の破片をつづる。
「海峡」を軸に随筆
と虚構世界とを交
錯させた作品。

セブ島に暮らす13
歳のトシオは、「虹
の谷」への行き方を
知っている唯一の
人間だった。フィリ
ピンの内紛を背景
に、悲憤や哀切を
胸に沈め、少年が
成長していく様子
を描いた冒険小説。

閉鎖的な地方都市
に暮らす17歳の少
年の鬱

う っ

屈
く つ

した姿と、
凄
せ い

惨
さ ん

なまでの父子
のせめぎ合いが発
展から取り残され
た町の姿と絡み合
って描かれた作品。

「まぼろしの風景
画」「哲学者の商法」
など、芥川賞の候
補に挙がった２作
を含む短編集。少
年時代を振り返り、
己の内に降り積も
った寂寞の原因を
吐露していく物語。

林芙美子「清貧の
書」集録。一組の
夫婦のつましい生
活と情愛を描いた
作品。芙美子が後
に籍を入れること
となった、手塚緑
敏と同棲を始めた
頃のことを基に描
き出されている。

東京都府中市で三
億円が盗まれると
いう事件があった。
政治家への、企業
側からのリベート
として盗まれたの
ではないかと、主
人公の新聞記者を
通して独自の推理
を展開した作品。

著　作
「罪喰い」昭和49年（1974）
「金環食の影飾り」昭和50年（1975）
「オルフェの水鏡」昭和63年（1988）

著　作
「山猫の夏」昭和59年（1984）
「猛き箱舟（上・下）」昭和62年（1987）
「砂のクロニクル」平成３年（1991）

著　作
「冷たい水の羊」平成17年（2005）
「図書準備室」平成19年（2007）
「切れた鎖」平成20年（2008）

著　作
「真っ赤な兎」昭和39年（1964）
「ふうてん学生の孤独」昭和44年（1969）
「住吉詣で」昭和55年（1980）

著　作
「放浪記」昭和５年（1930）
「浮雲」昭和26年（1951）
「晩菊」昭和26年（1951）

著　作
「だれも知らない」昭和45年（1970）
「小説示談書」昭和55年（1980）
「作家前後」昭和57年（1982）

「海峡  -この水の無
明の眞秀ろば」
著：赤江瀑
発行元：白水社

「虹の谷の五月」
著：船戸与一
発行元：集英社

「共喰い」
著：田中慎弥
発行元：集英社

「まぼろしの風景画」
著：長谷川修
発行元：新潮社

「現代日本文学館30
堀辰雄・林芙美子」
著：堀辰雄・林芙美子
発行元：文藝春秋

「消えた三億円」
著：豊田行二
発行元：三一書房
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写真提供：新宿歴史博物館

下関ゆかりの文学者の紹介
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